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＜連絡事項＞
・法人行事運営委員会から、下記内容で一泊旅行当日についてお知らせがきています。
【打刻について】

 当日朝、日勤と同様にタイムカードを打刻し、8：00までに南山苑下のバスへ乗車するようお願い致します。 幹事が出欠の点呼を取りますので、必ず幹事に名前を伝えて下さい。

【駐車場について】

 車は奥から駐車するようお願い致します。旅行中、何らかの事情により車を移動させる場合があります。(他の車が出られない等)車の鍵にナンバーと氏名をつけて打刻器付近の箱に預けて下さい。本部で保管致します。

＜患者様連絡事項＞
・小笠原　久年様～残薬無い為、主治医報告にてシンラック処方となる。
・三浦　幹様～薬局にアクトシン軟膏の在庫が無い為、明日の午前に入荷との事。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離継続中。対面時、多弁・興奮みられている。壁蹴り時々あり。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。自殺企図なし。紐等危険物は回収している。
・澤村　彬様～終日隔離継続中。午前・午後各1時間の開放観察している。開放観察中、他室侵入あり介入要す。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・柏山　知也様～終日隔離継続中。食事も落ち着きなく介助要している。徐々に意思疎通は可能。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
＜要注目患者様＞
・野田　敏治様～過度の飲水なし。体重　朝：60.7kg。表情の硬さあり。
・藤井　崇史様～他患者様と声高に会話する事あり。作業開始時、誘導の催促頻回。作業中は、集中し取り組むこと出来ている。
・高木　博美様～濃縮尿あり。両下肢浮腫著明にみられている。
・泉山　紀子様～排便-3日目、軽度腹満あり、主治医報告にて、経過観察の指示あり。朝の体重60.2ｋｇ。飲水要求あるが、過度とはならず経過している。
・長谷川　恵子様～酸素2L流入継続。頻脈みられるが、他バイタルサインの異常や酸素飽和濃度の低下は無い。
　　　　　　　　

・佐藤　與八様～主治医へ状態報告し、本日心電図（至急）施行、酸素・モニター継続の指示あり。10:55主治医来棟され、引き続き補液を継続しつつ、眠剤はもう少し除剤して様子を見るということで、点滴は、

1.ＹＤソリタ－Ｔ３号輸液　５００ｍＬ　1本+ダイビタミックス注　

　　　　　　　　　２ｍＬ　１A+アスコルビン酸注射液500㎎ 1A

2.ラクテック注　５００ｍＬ 1 袋 1本+アスパラカリウム注１０ｍＥ

　　　　　　　　　ｑ　１７．１２％１０ｍＬ 1 管

3.ビーフリード輸液　５００ｍＬ　　6/1から5日分処方となる。
覚醒状態良改善し、体動活発にみられている。
熊谷　樹里様～昨日の夕から不食。本日も各食不食している。食事摂取促しに応じるも、
　　　　　　　臥床し過ごされている。

太田　榮美子様～食事は1/2～1/3摂取。歩行練習を突然始める事あり、見守り要す。
　　　　　　　　点滴トラブル無く施行中。
佐藤　俊也様～朝食時、Bユニットへ移動してから、大盛りで食べていたことを話されてい
る。食事形態変更は、Drの指示が必要なこと説明すると「何で、自分だけ
厳しいんだよ」等易怒性みられている。
＜田名部Dr診察情報＞
・澤村　彬様～臨時薬はストラテラカプセルとツムラ黄連解毒湯が止め、毎食後薬にカルバマゼピン300㎎が追加となり、他同内容で7日分処方。
・北村　サクラ様～明朝、簡易血糖測定の指示あり。
・江刺家　キヨ様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・佐藤　俊也様～食事は本日夕から大盛へ変更となる。臨時薬のカロナールは2T→1Tへ減量(朝・夕食後から就床前へ変更)、他同内容で7日分処方。又、診察時、退院について訴え頻回にあり、主治医より母様へ確認するよう指示あり。
・松本　好子様～臨時薬はアリピプラゾール12→18㎎へ増量、アモキサン50→75㎎へ増量(朝・夕食後から毎食後へ変更)となり、他同内容で7日分処方。
・服部　英喜様～臨時薬は同内容で7日分処方。診察時、本人より退院に関する訴えあり、主治医より面談調整するように指示あり。
・立花　圭様～臨時薬は同内容で5日分処方・以後定期入りとなる。
・袴田　将志様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・長谷川　恵子様～内服止めは継続、点滴は同内容で6/1分のみ処方。酸素・吸引の指示も継続との事。
・齊藤　光枝様～本日夕から軽々食、又、朝のみ食パンへ変更となる。

・小林　満様～本人より飲酒欲求は落ち着き、退院についての訴えあり。本人と相談の結果、6/6　9:00～12:00で外出(警察署に診断書を出しに行くとの事で主治医からも許可出ている)、6/14　10:00退院予定。6/20　11:00初外来予定。
＜土井Dr診察情報＞
・三浦　幹様～ゲーベンクリーム→アクトシン軟膏へ変更となる。
・木村　格治様～同内容の処置継続。
・水梨　孝純様～同内容の処置継続。
・泉山　紀子様～デルモゾ―ルDP軟膏、タベジール処方となる。内服は主治医へ確認し服
用許可を得ている。
・服部　英喜様～左肘に発赤・表皮剥離・出血（挫創）ゲンタマイシン軟膏塗布+包帯の処
置が追加、他同処置継続となる。
